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分かる言葉を増やし，表現を促す小学部国語の授業 
～言葉のよさを感じ，豊かに表現する児童の姿を目指して～ 

四方田 愛美 （熊本大学教育学部附属特別支援学校）     岩下 佳美 （熊本大学教育学部附属特別支援学校）          
仁野平 智明 （熊本大学大学院教育学研究科）        菊池 哲平 （熊本大学大学院教育学研究科） 

１ 対象児童について  

２ 仮説   

３ 方法    「言葉を楽しもう」 全12時間 

目標 

知識及び技能 
 

・お話しに出てくる言葉の意味や様子,使い方を
知り,言葉とイメージを結びつけることができる。 

思考力・判断力・表
現力等 

・学んだ言葉を使って，自分の経験に置き換えて
考え,表現する。 

学びに向かう力，
人間性等 

・言葉が持つよさやおもろしさを感じ，いろいろ
な言葉を使おうとする。 

【単元の構成】  
  前半：「言葉調べ」 
  後半：学んだ言葉を使った「表現」 
 
【「表現」１時間の授業の構成】 
 ・音読 
 ・読み聞かせ 
 ・やってみよう（動作化） 
 ・自分のことを考えよう 
 ・自分のことを話そう（発表・共有） 
 ・振り返り 
 

知 

学 

○言葉によるコミュニケーションができる。 
○簡単な言語指示は，聞いて理解できる。 
▲複雑な言語指示の理解は難しい。 
▲経験不足，興味関心の狭さから，言葉の 
  意味理解が不十分。 
▲発表に使う言葉や表現が乏しい。 

学習 
グループ 

分かる言葉が増える 

 表現が豊かになる  

教育的ニーズ 

   言葉を知り，    使う場面を考え表現する   授業をすることによって    語彙が増え表現が豊かになる。 

学習活動 

4年Aくん 4年Bくん 4年Cくん ３年Dさん 

言語表出（年齢） 6‐1０ ３－5 ３－６ 4‐9 

言語理解（年齢) 6‐11 ４－０ ３－９ 4‐9 

言語・コミュニケーション発達スケール（LCスケール）結果（参考） 

小学部国語科 

２～３段階 

４ 授業の実際   

振り返り 
★動作化 

言葉調べ 

様々な調べ方を知り，調
べる活動を主体的に楽
しむようになった。 

言葉（例：「のぞく」） 

本，絵辞典 
（意味，イラスト） 

タブレット 
（動画，写真） 

具体物 
（動作化，体験） 

発表・共有場面 

学んだ言葉は自分の生活の中でど
んなときに当てはまるのかを，一生懸
命考えるようになった。発表への意欲
が高まり進んで発表するようになった。 

言葉調べで調べた言葉を進ん
で動作化。友達の動作を見て
「あってる」「ちょっと違う」 

ぷいと 
よこをむく 

少しニュアンスの違うイラストや動作，言葉
と比べて，学習した言葉はどちらか，考えて
選ぶことができた。 

ち
ょ
っ
と 

ち
が
う 

学
習
し
た 

言
葉
は
ど
っ
ち
？ 

知 

知 

知 

知 思 学 

仁野平准教授 より 
 「たのしい」「うれしい」「たのしすぎた」等の言葉を使い分けたという 
 ことは，言葉による認識が細分化されたということ。 
 多様で多層的な表現になっており，豊かな表現になっていると言える。 
 

   ◎電話で話した祖父の感想 

   指導前「他の人に代わって」→指導後「話がよく分かるようになった」     

５ 成果   

しぶき！ 
飛び散る水を見て 

くさはらだ！ 

公園の芝生を見て 

場面に遭遇した時，国語で学んだ言葉が思い浮かび，言葉を発する姿 

Ａくん 
お母さんが 

にっこりしてた！ にっこり！嬉しい感じ 

音楽で曲の感じを尋ねられて 

会話や他の学習，遊びの場面において，国語で学んだ言葉を使い表現する姿 

枯れ葉を「かつおぶし」 
に見立ててサラダづくり 

多様な言葉を複数使って書いたり発表したりする姿 

生きた言葉に！ 

思 

思 

知 

知 
知 

主 

言葉調べで言葉を多面的に捉える→話の情景や
言葉に潜む感情等をイメージ 
相互作用で言葉の本質的な意味の理解 

言葉をより身近に感じることが
できた。共有・共感→表現への
意欲や自信につながった。 
理解語彙→使用語彙へ 

どのような動作が言葉に合うかを考え，
やってみる。→言葉とイメージが結び付い
た。「違う」という違和感→思考 

思考・判断と知識の定着を促すことができ
た。言葉で説明できる児童に関しては，ど
のような違いがあるのかを説明してもらうこ
とで，本質的な理解を深めることにつな
がった。 

児童の姿 授業の評価 

Ａくん 

    菊池准教授 より 
・言葉の細かいニュアンスの違いに気   

 付き，考えることができる授業が言葉  

 の本質的な意味の理解につながる。 

・考えて欲しい場面では「どっちだろ 

 う？」というwhich型で問うことで，みん 

 なが主体的に考え，学ぶことができる。 

指導前：「おにごっこをして楽しかったです。」→1語で表現 
 
指導後：「楽しかったけど，つかれました。」 
       「こわかったけど，きれいでした。」 
       「大変でした。楽しかったです。」   →文脈ができてきた 

豊かに表現する児童の姿 

学校生活以外の場面で，相手に分かりやすく話す姿 

思 

思 

思 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://4.bp.blogspot.com/-EuuhcDq0QAI/VVGVysT9A4I/AAAAAAAAtpQ/upkRlc7jX3c/s800/pose_kubifuri_man.png&imgrefurl=https://www.irasutoya.com/2015/05/blog-post_149.html&docid=DZXzKewF9TXmjM&tbnid=9nd_jxCMdyPvVM:&vet=10ahUKEwjI39Sm1YXnAhXYdXAKHQc4AzYQMwhVKAQwBA..i&w=721&h=777&bih=655&biw=1366&q=%E9%A6%96%E3%82%92%E6%8C%AF%E3%82%8B%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&ved=0ahUKEwjI39Sm1YXnAhXYdXAKHQc4AzYQMwhVKAQwBA&iact=mrc&uact=8

